
【取組内容①】 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実につながるクラウド活用

高松市立下笠居中学校（香川県）リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

「リピート・アフター・ミー」は、
英語学習におけるスピーキング練
習の定番であるが、時間の制約も
あり、授業で教師が生徒一人ひと
りの発音を指導したり、評価した
りすることは難しかった。
しかし、Microsoft「Teams for 

Education」の「AI音読の練習」機
能を利用することで、授業の最初
や最後に短時間で実施でき、宿題
にもできる。生徒自身もAIがすぐ
に修正箇所や評価(正解率)を示し
てくれるので、個々の能力に応じ
て効率的かつ継続的にスピーキン
グ練習をすることができるように
なった。結果は、クラウドに保存
されるため、教師は生徒一人ひと
りの習得状況や伸びを把握しやす
くなった。

発音の間違いや読み飛ばしなど、
修正箇所がよく分かる。

Teams「AI音読の練習」を活用して、一人ひとりのスピーキング練習を効率化

修正箇所を
AIが瞬時に
指摘

AIによる
自動評価

【中学校英語】全学年

反復練習して、スコアが伸びると嬉しい。


